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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年11月14日(2013.11.14)

【公開番号】特開2012-83520(P2012-83520A)
【公開日】平成24年4月26日(2012.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-017
【出願番号】特願2010-229353(P2010-229353)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ  13/06     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ  13/06    　　　Ｚ
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４１０　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４３０　
   Ｂ６０Ｒ  13/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月27日(2013.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　意匠の形状を表す意匠形状部を有し、その意匠形状部内に下面が開口した凹所が形成さ
れている意匠体と、該意匠体の下方に配設され、平面視で該意匠体の外形と略同一の外形
を有する平板状のシート体と、前記シート体の下面側に配設され、上面に該シート体の下
面全体に接する発光面を有し、光源からの光を導光する平板状の導光体とを備え、
　前記光源が前記意匠体の凹所内で、前記導光体の発光面に近接して配設されている、意
匠体を発光表示する面状発光装置。
【請求項２】
　意匠の形状を表す意匠形状部を有し、その意匠形状部内に下面が開口した凹所が形成さ
れている意匠体と、該意匠体の下方に配設され、上面に発光面を有し、光源からの光を導
光する平板状の導光体とを備え、
　前記光源が前記意匠体の凹所内で、前記導光体の発光面に近接して配設されている、意
匠体を発光表示する面状発光装置。
【請求項３】
　前記光源の直下位置で前記導光体に、その上下方向に貫通する貫通孔が形成されている
請求項１または２に記載の面状発光装置。
【請求項４】
　前記貫通孔は、前記導光体の上面における孔径が０．４～１．０ｍｍ、下面における孔
径が１．０～４．０ｍｍの範囲であって、その孔内側面が前記導光体の下方に向かって孔
径が次第に大きくなる略円錘体形状を有する請求項３に記載の面状発光装置。
【請求項５】
　前記貫通孔の孔内側面は、下に凸となるような湾曲形状である請求項４に記載の面状発
光装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－４４３３０号公報
【特許文献２】特開２００６－４４３２９号公報
【特許文献３】特開平１１－３０６８３１号公報
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